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１． 経営学の視点から見たファミリービ

ジネス

大橋　この数年、ファミリービジネスは、ファイ

ナンスや経済学の分野でも研究が進んできた。例

えば、ファイナンス理論では、ファミリーの保有

株比率と企業価値の関係が論じられているが、経

営学の視点から見たファミリービジネスは、何が

ポイントになるのかお話しいただきたい。

入山　海外のファミリービジネスやガバナンス

は、ファイナンス理論に大きく影響を受けている。

ファミリービジネスにおける重要な論点は

Principal-agent theory（以下、エージェンシーセオ

リー）であるが、それ以外にも、経営学ならでは

の視点もある。一つは、エージェンシー問題以外

の理論を、エージェンシー問題と関連させて考え

ることもなされている。Socioemotional theory（社

会情緒理論）という理論では、オーナー経営者は、

所有するアセットを心理的にアタッチするとして

おり、感情的な側面を取り入れた考え方をする。
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